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株式会社アサノ大成基礎エンジニアリング 
『建設機械施工』に、社員による寄稿論文が掲載 

1949 年創刊、歴史ある JCMA 機関誌 
 

当社グループの主要な事業会社である株式会社アサノ大成基礎エンジニアリング（本社：東京都台東

区、代表取締役社長：遠藤一郎、以下 ATK）では、｢確かな技術で、社会づくりに貢献する｣をミッショ

ンに据え、大切にしている価値観（バリュー）の一つとして、「品質・技術力で勝る会社になる」を掲げ、

技術力の向上と専門性の研鑽に取り組んでいます。 

 

このたび、社員 3 名による寄稿論文が、一般社団法人日本建設機械施工協会（JCMA）が発行する『建

設機械施工』2026 年 8 月号に掲載されました。 

『建設機械施工』は 1949 年に創刊、建設機械を活用した工事の最新技術や現場管理者向けの施工ノ

ウハウ、業界における学術研究などを分かりやすく体系的に紹介する機関誌です。 

概要等は以下の通りです。 

 

■タイトル 

「3 次元計測を用いた維持管理手法」多角的な実務適用による効率化と防災への寄与 

■寄稿者 

石塚 奏、早川 和也、佐藤 幹（以上 3 名、ATK インフラ保全事業部） 

■要旨 

本稿では、建築・土木構造物の維持管理における 3 次元計測技術の具体的な活用手法と、実務で

の適用事例を報告しています。 

近年の計測技術の向上により、高精度な点群データを活用した現況の可視化に加え、図面復元、

建築限界測定、トンネルの変位計測などへの適用が可能となっています。さらに、法面の健全性

調査や浸水シミュレーションなど、防災・減災分野への活用も進んでいます。 

これらの事例を通じ、3 次元データが複雑な形状の定量評価や経時変化の把握に有効であり、維

持管理の精度向上に寄与することを示すとともに、多様な現場知見を整理し、デジタル技術によ

る業務の高度化と迅速な意思決定に寄与する手法について論じています。 
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ATK では今後も、社員一人ひとりの専門性と技術力の向上を図るとともに、実務で培った技術や知見

を積極的に発信し、社会インフラの維持管理や防災・減災への貢献につなげてまいります。 
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＜本資料に関するお問い合わせ先＞ 
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